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「期限がきた ! 出て行け」「期限がきた ! 出て行け」

良質な賃貸住宅等の供給の促進に関する特別措置法案
(1999 年 7月 30 日　自民・自由・公明三党共同提出 )
１、この法律は、良質な賃貸住宅等の供給促進のため、
国及び地方公共団体が必要な措置を講ずるよう努める
とともに、定期建物賃貸借制度を設け、国民生活の安
定と福祉の増進に寄与することを目的とする。
２、借地借家法を改正し、期間の更新のない「定期借
家」制度を導入する。

千葉県で導入された 13団地

千葉幸町、高根台、習志野台、
若松二丁目、梨香台、袖ケ浦、
米本、村上、湖北台、豊四季
台、アルビス前原、さつきが
丘、いちかわザ タワーズイースト

不
動
産
業
界
の
猛
烈
な

　
　
献
金
攻
勢
で
法
案
提
出

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
団
住
宅
を

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

継続・安定してこそ〝住宅〟継続・安定してこそ〝住宅〟

５月から
導入

　

み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
公
団(

Ｕ
Ｒ)

住
宅
は
、
自
動
的
に
契
約

が
繰
り
返
さ
れ
、
転
居
し
な
い
限
り
何
年
で
も
住
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。〝
継
続
し
た
居
住
〞
は
住
宅
と
し
て
当
た
り
前
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
Ｕ
Ｒ
は
、
今
年
５
月
か
ら
新
し
く
入
居
す
る
人
を
対
象

に
、
５
年
間
と
い
う
期
限
を
切
っ
た
「
定
期
借
家
契
約
」
を
い
き
な

り
導
入
し
ま
し
た
。
５
年
後
、
居
住
者
は
無
条
件
で
明
け
渡
す
か
、
家

賃
値
上
げ
な
ど
の
条
件
を
受
け
入
れ
再
契
約
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

千
葉
県
で
は
13
の
団
地(

左
表)

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
く
の
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で
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削
減
や
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
壊
し
を
す
す
め
る
計
画
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
居
住
し
て
い
る
世
帯
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
定
期
借
家
」
が
拡
大
さ
れ
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
会
も
、〝
安
定
し
た
住
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
で
き
な
い
〞
と
Ｕ
Ｒ
千
葉
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社
に
抗
議
し
て
い
ま
す
。

全政連、東政連から寄付を
受けた政治家 (98～01年分 )
清水　達雄参院議員　4980 万円
竹岡　兼造元建設相　1150 万円
古賀　　誠前幹事長　1250 万円
石原　伸晃行革担当相  900 万円
石井　一元自治省 (民主党 )  170 万円
井上義久公明党幹事長代理　60 万円
太田昭宏公明党幹事長代行　40 万円
　など 42 名

民
党
、
公
明
党
な
ど
に
広
が
る
、
す
ざ
ま
し

い
も
の
で
し
た
。」「
別
表
の
よ
う
に
、
不
動

産
業
界
と
関
係
の
深
い
『
建
設
族
』
議
員
や
、

法
案
提
出
や
審
議
に
か
か
わ
っ
た
政
治
家
に

分
厚
く
献
金
」「
自
民
党
と
と
も
に
大
き
な

役
割
を
は
た
し
た
の
は
、
政
権
与
党
入
り
し

た
公
明
党
で
す
。…

公
明
党
の
太
田
昭
宏
幹

事
長
代
行
は
『
党
内
の
意
見
は
ま
と
ま
っ
て

は
い
な
い
が
、
私
自
身
は
定
期
借
家
制
度
の
経
済
全
体
に
与
え
る
重
要
性
を
認
識
し
て

お
り
、
自
自
公
の
枠
組
み
の
中
で
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
く
』(

「
住
宅
新
報
」
99
年
７
月
16
日
付)

と
決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
」

　

定
期
借
家
の
法
案
成
立
の
陰
に
献
金
攻
勢
が
あ

っ
た
こ
と
を
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
報
じ
て
い
ま

す(

03
年
２
月
20
日)

。

　
「
不
動
産
業
者
が
加
盟
す
る
全
国
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
連
合
会
の
政
治
団
体
で
あ
る
全
国
不
動
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政
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と
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の
東
京
不
動
産
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
連
盟(

東
政
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の
２
団
体
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ネ
配
り
は
、
自

　

従
来
の
借
家
契
約
は
、
力
の
弱
い
借
家
人
を
保
護
す

る
た
め
、
継
続
し
た
居
住
が
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
１
９
９
９
年
に
、
自
民
・
自
由
・
公
明
の
三

党
が
定
期
借
家
契
約
の
導
入
の
法
案
を
提
出
し
、
民
主

党
も
賛
成
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
Ｕ
Ｒ
は
、
建
て
替
え
予
定
団
地
の
空
家
対
策

に
限
定
し
定
期
借
家
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

３
月
31
日
の
閣
議
決
定
を
う
け
、
４
月
３
日
「
定
期
借

家
契
約
の
幅
広
い
導
入
」
と
し
て
、
こ
の
５
月
か
ら
強

行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

〝
定
期
借
家
〞
と
い
う
法
律
を
つ
く
っ
た
の
も
、Ｕ

Ｒ
へ
の
実
施
を
求
め
た
閣
議
決
定
を
行
な
っ
た
の
も

自
民
党
・
公
明
党
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
ら
導
入
し
た

「
定
期
借
家
契
約
」
に
つ
い
て
、「
公
団
住
宅
に
導
入
す

る
の
は
筋
違
い
」(

自
民
・
臼
井
日
出
男
衆
院
議
員)

「
居
住
者
、
都
市
整
備
機
構
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
な
い
」(

公
明
党)

な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す(

全
国

公
団
自
治
協
広
報)

が
、
居
住
者
を
あ
ざ
む
く
不
誠
実

な
態
度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

定期借家を導入した自公が言い訳…

居
住
者
追
い
出
し
は

財
界
・
不
動
産
業
界
の

ね
ら
い
そ
の
も
の

日
本
共
産
党

総
選
挙
に
は
、
比
例
代
表
選
挙
と
小
選
挙
区
選
挙
の
二
つ
の
選
挙
が
あ
り
ま
す

比
例

代
表
は

と
　
　

  　
　
を

　

い
ま
、
仕
事
と
住
ま
い
を
失
う
な
ど
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
プ
ア
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
度
の
定
期
借
家
制
度
の
導
入
・
拡
大
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
住
宅
を
市
場
原
理

に
ゆ
だ
ね
る
も
の
で
あ
り
、
国
や
自
治
体
の
住
宅
政
策
の
放
棄
そ
の
も
の
で
す
。
住

宅
は
福
祉
で
あ
り
人
権
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
居
住
者
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
団
住
宅
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

５
年
で
追
い
出
す

「
定
期
借
家
契
約
」

５
月
か
ら

導
入
し
た

制度解説制度解説

政
党
名

こんなことは許されません


